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２０１０年度日本地球化学会年会プログラム
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２０１０年度日本地球化学会年会のお知らせ�３

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物科学会，日本質量分析学

会，日本地質学会，日本分析化学会

会期：平成２２年９月７日�～９日�
会場：立正大学熊谷キャンパス

埼玉県熊谷市万吉１７００

交通：JR高崎線・上越新幹線「熊谷」下車，バス立

正大学行きで約１０分，あるいは，東武東上線

「森林公園」下車，バス立正大学行きで約１２分。

アクセスについては下記のサイトもご参照下さ

い。

http: / /www.ris .ac . jp /guidance / cam_ guide /

kumagaya.html

内容：口頭発表及びポスター発表，総会，学会賞記念

講演，夜間集会，懇親会

口頭発表は，熊谷キャンパス１９号館アカデ

ミックキューブ２階教室の A～Eの５会場に分

かれて行います。総会，学会賞記念講演はアカ

デミックキューブ１階の A１０１，夜間集会は同

１階のインターネットカフェ，ポスター発表は

２０号館スポーツキューブ１階，懇親会はステラ

１階食堂で行います。

若手発表賞：極めて優れた口頭発表・ポスター発表を

行った日本地球化学会学生会員に授与します（ポス

ター発表での受賞者は懇親会の際に表彰します。口

頭発表受賞者は後日学会ホームページで公表し，表

彰状をお贈りします）。

プログラム：以下のページに掲載されております。

http:/ /www.wdc-jp .biz /geochem/2010/program.

html

講演要旨は８月末から，J-STAGE上

http://www.jstage.jst.go.jp/browse/geochemproc/-

char/ja/

で公開されます。なお，要旨集の事前送付は行いま

せん。学会当日に会場にて配布いたします。

年会当日の受付：アカデミックキューブ１階のエント

ランスホールで，初日の８時から開始します。

口頭発表について：口頭発表時間は，招待講演の一部

を除き，討論を含めて１５分です。講演を１２分以内で

終了し，３分の討論時間を残すようにしてくださ

い。１０分で第１鈴，１２分で第２鈴，講演終了で第３

鈴が鳴ります。なお，招待講演には討論時間も含め

て２０分以上の場合がありますが，詳しくはプログラ

ムをご覧ください。

発表には各会場で液晶プロジェクター１台のみ使

用できます。Microsoft社の PowerPoint 2010をイ

ンストールしたノートパソコン（OSはWindows 7）

を用意します。発表者は上記システムで実行可能な

発表用ファイルを USBメモリまたは CD-Rに記録

して持参し，発表されるセッション前の休憩時間に

各会場のノートパソコンに入れて動作を確認してく

ださい。会期２日目，３日目の朝一番のセッション

で発表される方は，できるだけ前日のうちに動作確

認を行ってください。上記以外のシステム（Mac,

Keynoteなど）は極力避けていただきたいのです

が，使用を希望される方はご自身で使うパソコンを

持参の上，発表の２講演前までには液晶プロジェク

ターの脇で待機してください。

ポスター発表について：各パネルボードには発表番号

が示してあります。ポスターボードは A０判縦（縦

約１２０cm×横８５cm）が貼れる大きさで，掲示する

ポスターの左上角に必ずポスター番号を明記して下

さい。掲示に使用する画鋲・テープなどは実行委員

会で用意しますので，会場で受け取ってください。

初日，２日目とも１３時から１４時までそれぞれ１時間

のコアタイムが設けられています。ポスター番号が

１Pxxは初日，２Pxxは２日目がコアタイムです。

すべてのポスターは初日の受付開始時刻より掲示可

能ですが，各自のポスター発表のコアタイムまでに

必ず掲示してください。発表者はコアタイムには必

ずポスターの前に立って説明を行ってください。な

お，ポスターは２日目の１７時までに必ず撤去してく

ださい。それ以後も掲示しているポスターは，実行

委員会が処分しますのでご注意ください。

参加予約申込：年会 web page

http://www.wdc-jp.biz/geochem/2010/reg.html

から，指示に従って申し込んでください。予約申込

は８月２３日� １４時締切。これ以後は，当日受付を

ご利用ください。

参加登録費：（講演要旨集１部含む）

予約：一般会員５，０００円，学生会員２，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生３，０００円

当日：一般会員６，０００円，学生会員３，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生４，０００円

学部学生は無料（講演要旨集を含みません）

＊なお，会員は日本地球化学会及び共催学会の会員を
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指します。当日受付で入会申込された方も会員扱い

とします。

懇親会：９月８日１８時よりステラ１階食堂。

予約４，５００円（学生２，５００円），当日５，５００円（学生

３，５００円）。今回は例年に比べ安く設定しております

ので，奮ってご参加ください。

追加の講演要旨集：３，０００円／部（当日手渡し）（後日

郵送の場合は３，５００円／部）。

併設展示：関連機器メーカーその他による展示会を口

頭発表の A～E会場と同じフロアーにて開催しま

す。多数の方のご来場をお待ちしております。

保育施設：１歳半以上のお子様を学内（アカデミック

キューブ内）で一時預かりするために，年会会場の

立正大学の社会福祉学部で保育士および学生アルバ

イトを確保しております。年会参加者で，お子様の

一時預かりをご希望の方は，参加予約申込締切の８

月２３日までに年会事務局までご連絡下さい。費用は

１日３，０００円（保険料込）です。

その他：実行委員会では宿泊・航空券等の斡旋はいた

しません。各自お早めに手配ください。

年会事務局

〒３６０―０１９４ 熊谷市万吉１７００

立正大学地球環境科学部内

２０１０年度日本地球化学会年会

E-mail: gcsj2010@ris.ac.jp

●市民講演会のお知らせ

日本地球化学会では，年会に先立ち，市民講演会を

開催致します。会員の皆様もぜひご参加下さい。

行事名：市民講演会「地球と月の環境・資源を調べる

化学マップ」

（主催：日本地球化学会，共催：立正大学）

日時：２０１０年９月５日�１３：３０～１５：００（１３：００開場）
場所：立正大学熊谷キャンパス

アカデミックキューブ １階 A１０１

対象：中高生，一般市民（事前の予約は必要ありません）

プログラム（１３：３０～１５：００）

１．地球化学マップとは

田中 剛（名古屋大学・年代測定総合研究セン

ター）

２．月面の化学マップ

荒井朋子（千葉工業大学・惑星探査研究セン

ター）

３．立正大学での地球化学マップ作り

福岡孝昭（立正大学・地球環境科学部）

詳細は年会ホームページをご覧下さい。

http://www.wdc-jp.biz/geochem/2010/public.html

連絡先・問合せ：

〒３６０―０１９４ 埼玉県熊谷市万吉１７００

立正大学地球環境科学部 福岡孝昭

TEL/FAX：０４８―５３９―１６４０

E-mail: tfukuoka@ris.ac.jp

学会からのお知らせ

●２０１０年ゴールドシュミット国際会議報告

２０１０年の第２０回ゴールドシュミット国際会議は，６

月１３日から１８日までの５日間，米国テネシー州ノック

スビルで開催されました。この会議は，Geochemical

Societyと European Association of Geochemistryが

主催，日本地球化学会やその他の関連学会が共催する

国際学会で，地球化学関連では最大規模です。開催地

であるノックスビル周辺には，世界恐慌の対策として

設置されたテネシー川流域開発公社（TVA）の本部

やマンハッタン計画の一環として建設されたオーク

リッジ国立研究所があります。１９８２年には万国博覧会

も開催され，その会場で学会が行われました。

学会の参加人数は約２２００人と去年よりは５００人程度

減り，一昨年のバンクーバー開催と同程度の規模でし

た。会場は，旧万博会場だけに広くて綺麗で快適でし

た。十分なスペースが有るため，発表の合間やポス

ター発表時に周りを気にせずに議論ができたのも良

かったと思います。また，口頭発表会場，ポスター発

表会場，企業・学会等のブース，食事が，１つの建物

内で行われたので，複数の会場で開かれるセッション

をスムーズに回ることができました。口頭発表に関し

ては，プログラムの遵守が徹底していた様に思いま

す。私が参加した多くのセッションでは，「発表時

間」ではなく「発表時刻」を基準にしてプログラムを

進行していました。その為，発表の開始と終了が概し

て正確だったと思います。この進行方法の短所として

「発表時間を超過した講演」の次の発表時間が短くな

お詫び
日本地球化学会ニュース No．２０１で掲載した「小

嶋稔名誉会員が V. M.ゴールドシュミットメダルを
受賞」の記事は東京大学大学院理学系研究科地球惑
星科学専攻 比屋根肇氏によるものです。
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るという点がありますが，超過時間を複数の講演で吸

収している様でした。従って，次の発表者だけが「割

を食う」という感じではなく，上手い進行だなと感心

させられました。

日本地球化学会では学会の PRの一環として，参加

者に配布されるバッグの中に学会のパンフレットと

Geochemical Journal（GJ）の Express Letterのち

らしを同封してもらいました。また，ポスター会場で

はブースを設けて GJの CD-ROMや冊子体を無料で

配布しました。ブースには GJに興味を示す海外の研

究者，入会を希望するアメリカ留学中の若手，かつて

日本に留学していた研究者が訪ねてきてくれました。

これら「公式」の役割だけでなく，ポスター会場での

拠点，情報交換の場，待ち合わせ場所としてもブース

は利用され，それなりに盛況だったと思います。会員

の皆様は，来年度以降もお気軽にお立ち寄り下さい。

ゴールドシュミット会議において日本地球化学会が

主催する行事に，GJ賞の受賞式があります。今年の

受賞論文は，Bau & Koschinsky “Oxidative scaveng-

ing of cerium on hydrous Fe oxide: Evidence from

the distribution of rare earth elements and yttrium

between Fe oxides and Mn oxides in hydrogenetic

ferromanganese crusts” Vol. 43, 37―47 (2009) でし

た。受賞者が学会に参加していなかったので，代理人

に海老原会長から賞が授与されました。これ以外に日

本地球化学会が関連する行事として，小嶋稔名誉会員

（東京大学名誉教授）のゴールドシュミットメダル獲

得がありました。この受賞は，日本人としては二人

目，日本地球化学会会員としては初めての快挙です。

研究内容や経歴等は日本地球化学ニュース No．２０１

（２０１０年６月）に掲載されています。受賞講演は，タ

イトルを変更して行われました。変更前のタイトルで

ある「Xenon: Some Unsolved Problems」の「Un-

solved」が，この数ヶ月間の研究で「Solved」にでき

そうだというのが変更の理由でした。この研究姿勢に

敬意を表するとともに，受賞をお喜び申し上げます。

来年のゴールドシュミット会議はチェコ共和国の首

都プラハで開催されます。欧州開催時は若手研究者の

参加が増えるのが通例で，参加人数も大幅に増えます。

会員，特に若手会員の参加をお勧めいたします。日本

地球化学会には鳥居基金という海外派遣の助成制度も

ありますので，是非応募して下さい。基金の詳細は，

http://www.geochem.jp/prize/torii.htmlにあります。

（産業技術総合研究所地質情報研究部門マグマ熱水

鉱床研究グループ 下田玄，東京大学地震研究所

折橋裕二）

研究集会などのお知らせ

●山岳地域における大気化学・物理シンポジウム参加

報告

２０１０年６月７日～１１日，スイスのインターラーケン

において「山岳地域における大気化学・物理シンポジ

ウム」（Symposium on Atmospheric Chemistry and

Physics at Mountain Sites）が開催された。主催者

は，ETH, PSI, EMPA, MeteoSuisseなどスイスの研

究機関に所属する研究者である。到着してまず驚いた

ことに，会場となったホテル・インターラーケンの隣

には，滋賀県大津市との姉妹都市を記念した日本庭園

があった。参加者は約１００人で，やはりヨーロッパか

らの参加が目立ったが，アメリカや日本からの参加者

も多く，それ以外にも中国，インドネシア，アフリカ

などから参加があった。

写真１ 日本地球化学会ブースの様子

写真２ Geochemical Journal Award 授賞式の様子
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講演は，山岳地域における観測研究が中心であった

が，モデル研究も少なからずあった。また，研究分野

は多岐にわたり，境界層からの輸送の影響，ベースラ

インモニタリング，長寿命気体，反応性気体，対流圏

オゾンのトレンド，エアロゾルの光学特性，アジアに

おける観測，核形成と雲，エアロゾルの化学組成，と

いったセッションが組まれた。ポスター発表も含め，

総じて質の高い発表がなされたように思う。日本から

は，４人が口頭発表を行った。まず，谷本浩志（環境

研）が八方尾根におけるオゾンのトレンドを観測とモ

デルを用いて解析した結果を示した。「アジアにおけ

るエアロゾル観測」のセッションでは，長田和雄（名

古屋大）が立山におけるエアロゾルに越境汚染が及ぼ

した影響について話し，三浦和彦（東理大）が富士山

におけるエアロゾルのサイズ分布について講演した。

松木篤（金沢大学）は富士山において行った新粒子生

成の観測結果を報告した。

会議の印象としては，欧州では山岳地域における観

測が非常に盛んである，ということである。北米での

数は欧州ほどではないが，Dan Jaffe（ワシントン大

学）が観測を行っているマウントバチェラーでは多く

の成果が生まれており，アジアからの長距離輸送とい

う点でも日本と関係が深い。アジアでは，２００６年に開

始された台湾のマウントルーリンにおける観測が非常

に好調で，NOAAやWMO/GAWとも上手く連携し

ており，アメリカやヨーロッパの研究者からの認知度

もかなり高いという印象を受けた。ジョージ・リン

（台湾）は，私の個人的な知人であるが，観測秘話を

聞くと彼がどれほどこの観測に情熱を持ち，粘り強く

めげずに交渉して観測開始に漕ぎ着けたかがよく分

かった。山岳地域における観測は，予算的にもロジス

ティックス的にも平地におけるそれよりもハードルが

高い。「自分が多くの苦労を背負い込んででもやるん

だ！」という意気込みや覚悟のある人がいないとなか

なか進まないのも事実である，と改めて認識した。

会議の最終日には，山岳地域における観測の重要性

を行政関係者や一般市民に主張・広報する文章が全会

一致で採択され，自由対流圏中の大気観測が本質的に

重要であること，アジア・環太平洋地域における観測

が少ないこと，とりわけ富士山における観測が非常に

重要であること，が述べられた。次回のシンポジウム

開催地は，米国のマウントバチェラーが有力な雰囲気

で，台湾のマウントルーリンを支持する声もあった。

そして，それらに加えて「マウントフジでやりた

日本からは９人が参加した。左から，安成哲平（NASA/GSFC），保田浩志（放医研），上田
紗也子，長田和雄（名古屋大学），松木篤（金沢大学），Johannes Staehelin（ETH-Zurich），
青木一真（富山大学），兼保直樹（産総研），三浦和彦（東理大），谷本浩志（環境研）。

（写真 保田浩志氏提供）
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い！」という声が主催者や聴衆から自発的に湧きあ

がったことも特筆したい。

最終日の１１日には，ユングフラウヨッホ観測所への

見学ツアーが企画され，登山鉄道を乗り継ぎ，標高

３４５４mまで片道約２時間で駆け上がった。HFSJG

財団（High Altitude Research Stations Jungfraujoch

and Gornergrat, http://www.hfsjg.ch）による観測所

の歴史紹介や施設見学に加えて，微量ガスやエアロゾ

ルなどの計測装置の紹介が行われた。帰路，EMPA

の研究者がメンテナンスのためオゾン計を（そのまま

梱包もせずに）電車に乗せて手で持って帰る姿が印象

的であった。なお，ユングフラウヨッホの維持費は，

年間で数千万円～１億円程度のようである。

さて日本を見るに，富士山（測候所３７７６m）だけ

でなく，乗鞍（東京大学宇宙線研究所乗鞍観測所２７７０

m，国立天文台コロナ観測所２８７６m（２０１０年３月３１日

閉鎖）），立山（室堂平２４５０mと浄土山２８３９m。両方

とも富山大学の施設），八方尾根（国設酸性雨測定局

１８５０m）など魅力的な観測所はいくつかあるが，残

念なことに欧州に比べると施設の充実度は見劣りする

上，昨今では施設の閉鎖も目立つ。ユングフラウヨッ

ホ観測所から戻る電車の中で，富士山やその他のサイ

トの状況，日本におけるの山岳観測の今後のあり方に

ついて，日本人研究者らでビールを片手に議論しつ

つ，チューリッヒに向かった。山岳地域における観測

は，予算的にもロジスティックス的にも大変である。

やはり費用対効果の議論（例えば，経費を圧縮できな

いか？ 収入増加を見込める事業はないか？ など）

は大いに必要であろう。この不景気なご時世，日本だ

けではなく，研究者だけではなく，維持費を得て観測

を発展させるためにアイデアが必要かもしれない。と

にかく，日本の大気化学研究が「ガラパゴス化」しな

いようにしなければなるまい。

自由対流圏中の大気化学観測が重要であることを否

定する人は，おそらくいないであろう。そのツールに

は，山岳サイト，ゾンデ，リモセン，航空機，など様々

なアプローチが挙げられるが，精度の面ではゾンデや

リモセンは山岳サイトや航空機には及ばない。例えば

私の研究に近いところで言えば，対流圏オゾンのトレ

ンド解析について地上観測とゾンデの不一致が多くの

事例で見られるが，ゾンデの精度や継続性などに疑問

を持つ声は少なくない。従って，ゾンデのデータを用

いる場合には，２０～３０年間にも及ぶ長期データの中か

ら１０年規模の変化を議論するわけである。しかし，人

間活動の変化が速く，将来の気候変動対策にも急を要

する現在，起こっている変化をより早期に・より正確

に検知することが必要で，数年規模で定量的な議論に

耐えうる山岳サイトにおける観測の重要性は今までに

も増して高い，と私は思う。航空機か山岳サイトと

か？ という議論もある。山岳観測はやはり通年デー

タによるトレンドや年々変動が出せることが何よりの

長所である。そうでなければ，鉛直・広域分布が取れ

る航空機観測の方が（山岳観測よりも多額の費用が必

要であるが）より魅力的になろう。この点を意識し

て，特に冬季における山岳観測をなるべく容易にする

必要があると感じる。

（国立環境研究所大気圏環境研究領域大気化学研究室

谷本浩志）

院生による研究室紹介 No．１７

気象庁気象研究所地球化学研究部

第一研究室・第二研究室

（松枝秀和室長・石井雅男室長）

今回の研究室紹介は，気象庁気象研究所地球化学研

究部からお届けします。当研究部には院生はいません

ので，まだまだ気分は若手（？）な笹野大輔がご紹介

します。

気象研究所は，気象庁の組織の一つで，気象・気

候・地震火山・海洋などの地球科学を総合的に研究し

ている国立試験研究機関です。その中でも地球化学研

究部は文字通り，地球環境とその変化を化学的に明ら

かにすることを目的としています。最近では，二酸化

炭素など温室効果ガスの大気増加と海洋吸収の変動を

評価し，その人為的・気候的要因の解析に重点をおい

て研究を行っています。

地球化学研究部では，緑川貴部長を中心とし，第一

研究室５人，第二研究室４人，客員研究員１人の計１１

人で研究を進めています。この研究部の特徴は，何と

言ってもその対象空間の広さにあります。対象が陸域

生態だったり，海洋だったり，大気だったり。まさに

陸海空です。その上，これまでは観測を主体として研

究を進めてきましたが，ここ数年でモデラーも加わ

り，ますます多様になっています。また，もう一つの
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特徴は，気象庁の現業と強く結び付いていることで

しょう。気象庁の大気観測点である綾里，与那国島，

南鳥島での観測や，海洋気象観測船凌風丸，啓風丸に

よる観測は我々には欠かすことができません。一方，

気象庁の現業も，私たちの技術的なサポートを必要と

しています。

第一研究室では，大気化学環境の変動とメカニズム

の解明を行っています。具体的には，温室効果ガスの

時空間変動の観測，温室効果ガスの変動メカニズムの

解明，陸域生態系過程を導入した気候モデルを使った

大気―陸面相互作用のモデル研究などです。中でも，

日本航空の旅客機による上空の二酸化炭素の観測は

１９９３年から続けており（２００５年より国立環境研究所が

主体），アジア太平洋域上空を中心に，高い頻度で温

室効果気体の時間・空間分布の観測を行い，大量の

データを収集しています。収集した観測データはデー

タベース化し，全球の炭素循環の解析に利用するとと

もに，インバースモデルや温室効果気体観測衛星の精

度向上に役立てています。

第二研究室では，海洋の炭素循環の変動とメカニズ

写真１ 第８回国際CO２会議が開催されたイエナにて，空き時間の１コマ。
（左から）馬淵さん，坪井さん，石井室長，緑川部長，笹野，澤さん，松枝室長。

写真２ 二酸化炭素標準ガス検定装置。奥に並ぶボンベ
は二酸化炭素の標準ガス。

写真３ 白鳳丸の７研にて，船上での分析風景。手前が
全アルカリ度分析装置，奥が全炭酸分析装置。
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ムについて研究を行っています。具体的には，温室効

果ガスの大気増加に伴う海洋吸収などを調べるための

観測・品質管理手法を開発しながら，長期にわたって

海洋観測を行っています。その結果，大気中の二酸化

炭素濃度の増加に追随した海洋中の全炭酸濃度の増加

を観測によって明らかにしてきました。また，分光光

度法による高精度（０．００１）の自動小型 pH測定装置

を開発し，海洋酸性化の実態についても研究を進めて

います。

研究部全体の活動として，全員参加のコロキウムが

週に１回行われます。専門分野が違うメンバーが集ま

る中，積極的な意見が多く挙がり，議論が熱く盛り上

がります。分野を異にするメンバーが同居する研究部

だからこそ，お互いに情報交換ができ，さまざまな視

点から議論することができるのだと思います。学会活

動にも積極的で，昨年度はドイツのイエナで開かれた

第８回国際 CO２会議に計７名で参加してきました。二

酸化炭素全般に関する科学的な会議で，大気あり，陸

域生態あり，海洋あり。まさに当研究部にピッタリ

で，我々にとって４年に一度のオリンピックとも言え

る会議でした。昼の部はもちろんのこと，夜の部もさ

らに熱く（？）盛り上がりました。少人数のためか，

団結力もバッチリです。

研究の中で，観測にもよく出かけます。私は毎年の

ように観測のため船に乗っています。西部北太平洋で

の観測が主ですが，時に外航にでることもあります。

昨年度は，白鳳丸に乗せていただき，なんと南極海で

新年を迎えました。観測はハードで，船内生活は制限

も多くてつらい思いもします（船酔いもするし…）

が，普通の人にはできない貴重な経験をさせてもらっ

ています。これも観測に力を入れている当研究部の魅

力ではないでしょうか。

気象研究所はつくばにあり，緑がとても豊かです。

敷地内には，露場もあります。そのためか，窓を開け

るとキジの鳴き声が聞こえてきます。所内で散歩をし

ていると，野（良）ウサギを見かけることもありま

す。過去には，イノシシが出て大騒ぎしたことも

……。そんな恵まれた環境で，我々は研究を行ってい

ます。地球化学研究部に興味をもたれた方は，ぜひ気

象研究所にお立ち寄りください。また，学会や懇親会

等でお見かけの際は，気軽に声をかけていただければ

と思います。

以上，気象研究所地球化学研究部の紹介でした。

（気象庁気象研究所地球化学研究部第二研究室

笹野大輔）

書 評

「湖水爆発の謎を解く―カメルーン・ニオス湖に挑ん

だ２０年―」

著者：日下部 実（岡山大学名誉教授，（現）富山大学

客員教授）

出版社：岡山大学出版会，２０８ページ

２０１０年６月１日発行，８５７円＋税

ISBN９７８―４―９０４２２８―１２―８

難しい犯罪の捜査には，繰り返し現場を踏むことが

大切と言われている。本書は，寝入りばなにたたき起

こされて初動捜査に駆り出された日下部刑事が，二十

数年の間文字通り現場を何度も踏みながら犯人象をプ

ロファイルして，この犯罪が確実に繰り返されること

を明らかにしながら再犯防止策を進めて来た経過と現

状を自ら解説したものである。

事件は，１９８６年８月にカメルーン共和国の奥地で起

こった。マールであるニオス湖の下流域に住む１７４６人

もの住人と多数の家畜の死体が発見されたが，植物な

どには全く損傷がみられないという不思議なもので

あった。同様の事件が，２年前の１９８４年８月にニオス

湖の南方約１００kmにあるマヌーン湖でも起こり，３７

名が犠牲となったことが知られるようになった。初期

に提唱されたのは水蒸気爆発による火山ガス噴出説で
写真４ 気象研究所のシンボル，高さ２１３mの気象観測

用鉄塔（現在，取り壊し中…）。
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あったが，日本からの国際緊急援助隊の一員として現

場を訪れた日下部さん達の，その後の度重なる綿密な

地球化学的調査により，湖底に蓄積された膨大な量の

炭酸ガスが爆発的に放出されたことが明らかにされ

た。この現象は後に湖水爆発（limnic eruption）と

呼ばれるようになった。更に憂うべきことには，炭酸

ガスの蓄積は着実に進んでおり，約１００年後には同様

の湖水爆発が避けられないことが示され，その防止策

が焦眉の課題となってきた。日下部さんは，カメルー

ン政府機関やアメリカ，フランスの研究者たちととも

にニオス湖とマヌーン湖を安全な湖にするためのガス

抜きの実現に奔走した。このような顛末が，日本政府

関係機関の無理解と援助が得られない悔しさも込めら

れながら，詳しく書かれている。日下部さんが２００１年

度に受賞された地球化学会賞「カメルーン・ニオス湖

ガス災害と地球化学」では，このような問題解決型の

地球化学の推進が大きく評価された（日下部，地球化

学 36，１３７―１４７，２００２）。

私は幸運にも日下部隊の一員として，本書に書かれ

ているカメルーン火山列に属する大西洋に浮かぶ火山

島調査（１９９８年），ニオス湖・マヌーン湖調査（１９９９

年），カメルーン山（Mt. Cameroon）およびニオス

湖・マヌーン湖調査（２００１年）に参加させていただい

た。特に印象に残っているのは，交通手段が丸木船し

かないアノボン島の素朴で親切な人々（囲み記事：西

アフリカ沖の小島に楽園を見つけた！），４０００mまで

登ったカメルーン山の噴火後間のない火口と新鮮な溶

岩流，ガス抜きが始まって約１０ヶ月後のニオス湖の噴

水である。本書のカバー写真のように，間近から見る

４０mもの高さに達する噴水は壮観であるとともに，

湖底に秘められた底知れないエネルギーを考えると不

気味でもあった。日下部さんは，鳥取県三朝町にある

岡山大学地球内部研究センター在任中は，「気セリ（気

が短いという意味で三朝で使われている）」で通って

いた。その日下部さんが，決して物事が予定通りには

進まない上に必要な道具や物資にも事欠くカメルーン

で，実に粘り強い実行力を発揮して物事を進めている

のを見て，敬服の思いに駆られたものである。

この本を読むには地球化学の知識をある程度必要と

すると思われるが，実験室のような恵まれた環境でな

い状況下で未知の自然現象解明を進めていく困難さや

達成感を，次世代を担う若い研究者や学生に学んでい

ただきたい。日下部さんのライフワークと言っても過

言でないニオス湖に関わる仕事は，本書に書かれたと

ころまでで終わったわけではなく，現在も続けられて

いる。ニオス湖を将来にわたって安全な湖にして，周

辺を安心して住める地域にするという，真の“問題解

決型地球化学”が達成されることを期待している。

なお，本書は書店では販売されていませんが Ama-

zon.co.jpで購入可能です。

（東京大学大学院理学系研究科・地殻化学実験施設

長尾敬介）
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，

電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２０１０年１２

月頃を予定しています。ニュース原稿は１０月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホー

ムページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会ニュース・HP幹事）

谷本 浩志

〒３０５―８５０６ 茨城県つくば市小野川１６―２

国立環境研究所

大気圏環境研究領域

Tel：０２９―８５０―２９３０／Fax：０２９―８５０―２５７９

E-mail：news-hp@geochem.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください

鈴木勝彦

〒２３７―００６１ 横須賀市夏島町２―１５

海洋研究開発機構（JAMSTEC）

地球内部ダイナミクス領域研究（IFREE）

Tel：０４６―８６７―９６１７／Fax：０４６―８６７―９３１５

E-mail：news-hp@geochem.jp
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２０１０年度日本地球化学会第５７回年会

プログラム

会期：９月７日（火）～９日（木）

会場：立正大学熊谷キャンパス
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